
廣
木
　「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」
で

は
、
探
究
学
習
を
進
め
る
上
で

必
要
と
な
る
ス
キ
ル
や
型
の
習

得
以
上
に
、
生
徒
の
知
的
な
興
味
・
関
心
、

エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
動
機
に
基
づ
く
リ
ア
ル

な
体
験
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
生
徒

の
進
路
実
現
の
点
で
も
存
在
感
が
増
し
て
い

る
総
合
型
選
抜
で
は
、
体
験
の
中
で
の
気
づ

き
や
学
び
を
、
自
分
な
ら
で
は
の
志
望
理
由

に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
進
路
指
導
部

か
ら
も
生
徒
が
自
由
に
、
と
こ
と
ん
挑
戦
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
は
言
え
、
探
究
学
習
の
充
実
に
は
ス
キ

ル
や
型
も
必
要
で
す
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、

探
究
学
習
と
教
科
学
習
と
の
連
携
で
あ
り
、

そ
の
１
つ
が
、
山
上
先
生
の
国
語
の
授
業
と

連
携
し
て
行
っ
た
、「
振
り
返
り
」「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
探
究
学
習
で
必
要

な
ス
キ
ル
の
育
成
で
す
。
山
上
先
生
と
は
理

想
の
学
校
像
や
教
師
の
役
割
に
つ
い
て
本
音

で
話
し
て
き
ま
し
た
。
山
上
先
生
と
本
校
の

探
究
学
習
の
あ
り
方
を
語
り
合
う
中
で
、
探

究
学
習
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
各
教
科
で
育
む

よ
う
な
連
携
を
目
指
そ
う
と
考
え
た
の
で

す
。

つながり、伴走する教師たち

〈京都市立日吉ケ丘高校の探究学習〉　現在の自分を認識し、自らの挑戦によって自分の境界を越えていく「越境」をキーワードに、「総
合的な探究の時間（キャリアゼミ）」を１・２年次に実施している。自分とは異なる他者、そして社会に触れる中で自分の世界を広げ、
新しい価値を創ることができる「世界をつなぐ越境者」の育成を目指す。2023年度からは「『自分らしい、よりよい生き方』×『他者・
社会へのかかわり』」を共通テーマに、生徒はチームごとに解決したい社会課題を設定し、探究学習に取り組む。

探究では「リアルな体験」を、
必要なスキルは教科学習で習得

京都府・京都市立日吉ケ丘高校

テーマ 探究× 教科学習

山上隼人
やまがみ・はやと　同校に赴任し
て６年目。進路指導主事。国語科。

廣木大雅
ひろき・たいが　同校に赴任して
７年目。企画推進主任。理科。

実
体
験
の
充
実
の
た
め
に

教
科
学
習
と
連
携

つ
な
が
り
の
目
的

※プロフィールは、2024 年３月時点のものです。

探究学習とつながり、
教科学習を社会に開く

探究学習で必要なスキルの
育成を教科学習に委ねた
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山
上
　
人
は
思
考
の
言
語
化
を

通
し
て
他
者
と
問
題
意
識
を
共

有
し
た
り
、
新
た
な
考
え
を
発

見
し
た
り
し
ま
す
。
言
葉
の
活
用
も
扱
う
国

語
の
中
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
準
備
過
程
を
丁
寧
に
指
導
す
る
こ

と
で
、
探
究
学
習
の
質
が
上
が
る
と
考
え
ま

し
た
。

　
例
え
ば
、「
現
代
の
国
語
」
で
は
、「
書
く
」

と
は
ど
の
よ
う
な
営
み
か
を
深
く
考
え
さ
せ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ど
ん
な
時
に
書
く
の

か
、
書
く
こ
と
で
何
が
得
ら
れ
る
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
で
、
探
究
学
習
で
の
振
り
返
り

が
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
作
業
」
か
ら
「
意
図

を
持
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
作
業
」
へ
と

変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
12
コ
マ
を
使
っ
て
文
献
リ
サ
ー
チ
、

ス
ラ
イ
ド
・
原
稿
作
成
、
ペ
ア
で
の
推す

い

敲こ
う

な

ど
、
実
践
的
な
準
備
過
程
に
焦
点
を
あ
て
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ま
せ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、「
根
拠
と
主
張
の
つ
な
が

り
を
考
え
て
論
理
的
な
商
品
レ
ビ
ュ
ー
を
書

く
」「
論
理
の
展
開
を
予
想
し
な
が
ら
聴
衆

を
納
得
さ
せ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
す
る
」
な
ど
、

多
様
な
言
語
活
動
を
国
語
の
授
業
で
行
っ
て

廣
木
　
本
校
で
は
毎
年
１
月
、

探
究
学
習
の
成
果
を
１・
２
年

生
合
同
で
発
表
す
る「
越
境
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
の
越
境

祭
を
見
て
感
じ
た
の
は
、
発
表
内
容
か
ら
派

生
し
た
想
定
外
の
質
問
に
も
堂
々
と
答
え
る

生
徒
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
明
ら
か

に
国
語
の
授
業
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

準
備
過
程
を
指
導
し
た
成
果
で
し
ょ
う
。

　
教
科
と
の
連
携
を
進
め
る
た
め
に
は
、
教

師
が
他
教
科
の
学
習
内
容
や
進
度
を
知
る
こ

と
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
ま
ず
、

育
て
た
い
生
徒
像
や
理
想
と
す
る
教
育
に
つ

い
て
教
師
同
士
で
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
授
業
や
探
究
学

習
で
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
た
か
、
そ

の
姿
を
目
に
し
た
喜
び
を
教
師
同
士
で
語
り

合
う
中
で
、
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、
目
指

す
生
徒
像
の
実
現
に
向
け
て
、「
自
分
の
授

業
で
は
こ
の
資
質
・
能
力
が
育
成
で
き
る
」

な
ど
と
、
自
然
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス

で
の
教
科
間
の
連
携
が
進
む
の
が
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
探
究
学
習
と
教
科
学
習
は
別
物
と

は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。
別
物
と
考
え
る
限
り
、

教
師
に
と
っ
て
探
究
学
習
は
「
仕
方
な
く
や

る
も
の
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
未
来
を

生
き
る
生
徒
の
た
め
に
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。

　
国
語
の
授
業
で
、
話
す
・
聞
く
・
書
く
・

読
む
力
を
身
に
つ
け
る
の
は
、
そ
う
し
た
力

が
実
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ

り
ま
す
。
本
校
の
探
究
学
習
は
、
社
会
に
開

か
れ
た
リ
ア
ル
な
体
験
の
場
で
す
か
ら
、
国

語
を
始
め
と
す
る
各
教
科
の
学
習
が
探
究
学

習
と
連
携
す
れ
ば
、
各
教
科
に
お
い
て
も
社

会
に
開
か
れ
た
学
び
が
実
現
し
ま
す
。
そ
し

て
、
生
徒
に
は
、
探
究
学
習
の
中
で
行
動
を

起
こ
す
過
程
で
、
様
々
な
資
質
・
能
力
の
重

要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
の
習
得

へ
の
渇
望
感
を
持
っ
て
、
各
教
科
の
学
習
に

臨
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ な が り

学
び
に
必
要
な
言
葉
の

活
用
を
丁
寧
に
指
導

探
究
学
習
に
こ
う
か
か
わ
っ
た

探
究
学
習
と
教
科
学
習
を

対
立
さ
せ
て
は
い
け
な
い

今
後
の
探
究
学
習
を
展
望
す
る

設
立

　
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
京
都
教
育
大
、
兵
庫
教
育
大
、
高
知
大
、

東
京
都
立
大
、
京
都
市
立
芸
術
大
、
大
阪
公
立
大
、
神
戸

市
外
国
語
大
な
ど
に
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早
稲
田

大
、
京
都
産
業
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、

関
西
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
５
３
６
人
が
合
格
。

学
校
概
要

自校の生徒の実情を踏まえて
探究学習を役割分担する

国際交流や国際理解教育が活発で、多様な価値観に
接する機会の多い日吉ケ丘高校には、社会課題に接
する中で感じた喜怒哀楽を、その後の学びの原動力
にすることができる生徒が少なくない。そのような
自校の生徒像を若手・ミドル層の教師が確認する過
程で、自校の探究学習では「リアルな体験」を重視
しようという方向性が固まっていった。

リアルな体験

探究学習に
必要なスキル・型

探
究
学
習
の
時
間
で
は
、
で
き
る
だ
け
生
徒
を
外
に

出
し
、
他
者
と
触
れ
合
い
、
感
動
を
味
わ
わ
せ
る

教
科
学
習
の
時
間
で
は
、
探
究
学
習
に
必
要
な
ス
キ

ル
・
型
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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